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研究成果の概要（和文）：長崎大学早期関節炎コホートを用い、関節リウマチ（RA）におけるMRI骨髄浮腫の意義を検
討した。早期関節炎166名を対象とした、2010年RA分類基準へのMRI骨髄浮腫の付加は、感度、診断確度が各々62、70%
から76、76%と改善した。次に早期RA76例を対象にX線進行予測因子を検討した。急速進行例を12例（16％）に認め、多
変量解析で初診時骨髄浮腫スコアが抽出された（オッズ比2.18）。また同じ対象で治療反応良好にも関わらずX線進行
の予測因子を抽出した。解析対象の24例中X線進行を5名に認め、多変量解析で初診時骨びらんスコアが抽出された(オ
ッズ比3.00)。

研究成果の概要（英文）：The aim of this study is to examine the utility of MRI findings, especially bone 
edema, in patients with early-stage RA from Nagasaki University Early Arthritis Cohort. First, we found 
that MRI bone edema could improve the diagnostic performance of 2010 RA classification criteria 
(sensitivity 62 to 76% and accuracy 70 to 76%) in 166 early RA whose duration within 6 months (median 2 
months). Second, we found that MRI bone edema at baseline could predict the development of rapid 
radiographic progression (RRP) (Odds ratio 2.18) in 76 early RA patients (median duration 3 months, RRP 
15%, RF 79%, ACPA 82%). In addition, MRI bone erosion involved in poor radiographic outcome in 
early-stage RA patients even successfully treated by T2T strategy (Odds ratio 3.00) in the same 76 
patients.

研究分野：膠原病・アレルギー内科学

キーワード： 関節リウマチ　MRI骨髄浮腫　診断　X線進行予測
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１．研究開始当初の背景 
関節リウマチ（Rheumatoid	
 arthritis：RA）
の関節 MRI では滑膜炎、骨髄浮腫、骨びらん
を認める。私たちは MRI 骨髄浮腫が（1）骨
関節破壊の予測因子（2）早期診断に有用（3）
陽性時抗 CCP 抗体価高値（4）抗リウマチ薬
の治療効果を鋭敏に反映することを報告、RA
診療上重要であると認識している。近年 RA
診療は著しく進歩し、様々な基準が大きく改
革されている、すなわち 2010 年 RA 分類基準、
臨床治療指針（ヨーロッパリウマチ学会勧告
と 目 標 達 成 に 向 け た 治 療
［Treat-to-Target:T2T］）、新寛解基準が
設定された。	
 
 
２．研究の目的 
RA の臨床評価、および新寛解基準における
MRI 骨髄浮腫の意義を臨床的、遺伝的、分子
生物学的機序の多角的な解析を行い、診療の
アルゴリズムを確立することを目的とする。	
 
 
３．研究の方法 
長崎大学早期関節炎コホート（2003 年~
2011 年）を用い、臨床評価および新寛解基
準の観点から MRI 骨髄浮腫の意義を診断、治
療反応性、X線進行予測に関して検討した。 
	
 
４．研究成果	
 

長崎大学早期関節炎コホートを用いてRA診療

におけるMRI骨髄浮腫の意義を検討した。以下

に主な成果を示す。	
 

（1）診断：罹病期間6ヶ月以内の早期関節炎

166名が対象。2010年分類基準に非該当症例に

MRI骨髄浮腫を認めればRAと分類した。まずRA

の定義を1年以内のDMARDs使用とすると、2010

年基準とMRI骨髄浮腫追加の感度、特異度、診

断確度は各々61.9%から76.3%、82.6%から

75.4%、70.5%から75.9%となった。次にRAの定

義を1987年ACR分類基準とすると各々61.1%か

ら75.6%、77.6%から69.7%、68.7%から72.9%

となりいずれも感度、診断確度が改善した。

（2）X線進行：①急速進行例（rapid	
 

radiographic	
 progression：RRP）の予測：平

均罹病期間3ヶ月の早期RA76例が対象。12例（

15.8％）にRRPを認め、単変量解析の結果、初

診時RAMRIS骨髄浮腫スコア、RAMRIS骨びらん

スコア、MMP-3がRRP群で有意に高かった（各

々p値＜0.0001、＜0.001、0.006）。多変量解

析の結果、初診時RAMRIS骨髄浮腫スコアが予

測因子として抽出された（オッズ比2.18、95

％信頼区間1.32–3.59、p値=0.0023）。ROC曲
線よりカットオフ値は5（感度83％、特異度75

％）であった。②T2Tにより治療反応良好にも

関わらずX線進行する症例の予測：①と同一の

76名が対象。治療反応良好の定義は、治療開

始後3ヶ月時点でEULAR	
 good	
 response、6ヶ月

以降12ヶ月まで寛解維持とする。解析対象は

24例、うちX線進行を認めたのは5名であった

。全例治療開始時中等度以上の活動性を有し

、進行例と非進行例の単変量解析では、初診

時RAMRIS骨髄浮腫スコア、RAMRIS骨びらんス

コアが前者で有意に高く（各々p値＜0.01、＜

0.005）、MTXによる初期治療が低く（p値＜

0.005）、初診時Genant-modified	
 Sharp	
 score

が高い傾向（p値=0.057）を認めた。多変量解

析の結果、初診時RAMRIS骨びらんスコアが予

測因子として抽出された(オッズ比3.00、95

％信頼区間1.098‒8.202、p値=0.032)。ROC曲

線からカットオフ値は0.5（感度100％、特異

度73.7％）であった。	
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